
【様式１】            

公益社団法人日本歯科衛生士会 

令和８年度「地域歯科衛生活動」事業 助成金交付申請書 

令和８年 月 日 

公益社団法人日本歯科衛生士会長 様 

住 所 〒 

申請団体名 

代表者氏名 

担当者氏名 

電話番号  

メールアドレス

令和８年度 地域歯科衛生活動事業助成金交付申請書を提出いたします 

事 業 名 事業名を記載する。 

（例）多職種と連携した乳幼児期の食べ方支援事業 

事 業 項 目 ※対象事業項目を選択して記載する。

（例）（１）母子歯科保健事業

事業実施団体名 〇〇〇県歯科衛生士会 (☑主催 □共催)

事業開始年度 令和６年度 

☐新規  ☒拡充 拡充事業の場合、変更点を記載

これまでの取組内容や対象を拡充し、以下の点を強化する。

・講話を担当する歯科衛生士の増員を目的に、会員向け研修会の実施

・保育施設職員に対する情報提供及びフィードバックの充実

・アンケート調査結果を活用した、より具体的な指導内容の展開

事 業 目 的 

※事業に取り組む経緯や実施する目的を具体的に記載する。

（例）乳幼児期は、食べる・飲み込むなどの口腔機能の基礎を身につける重

要な時期である。そこで、乳幼児期の口腔機能の発達や噛むことの大切さに

ついて、保護者、保育施設職員、支援に携わる歯科衛生士が共に学ぶ機会を

設ける。これにより、子どもたちが食に興味や関心を持ち、日常の食生活で

よく噛む習慣が身につくよう支援する。

事 業 内 容 

対象者 ・本事業に新たに従事する会員 

・保育施設の職員

・園児及びその保護者

実施内容・方法など 

※実施時期、実施内容、実施方法、回数、場所等を具体的に記載する。

（例）本事業は、これまでに園児の食事に関するアンケート調査（2施設）、

保護者を対象に歯科健康講話（2回）、園児を対象に｢噛むカム教室｣（2回）

を実施してきた。今年度は、保護者向けの講話を担う人材を育成するため研

修会の実施（1回）、園児の食事に関するアンケート調査結果をまとめ、保育

施設職員へ説明・助言を行うなどを新たに実施する。

記入例（拡充事業） 



 

期待される成果  

※事業の成果目標や実施することで得られる効果について記載する。 

（例）・保護者が乳幼児期の口腔機能の発達や噛むことの大切さを理解し、

噛みごたえのある食品を日常の食事やおやつに取り入れるようにな

る。 

・子ども自身が「噛むこと」を意識し、健康な歯でよく噛んで食べる 

習慣が身につく。 

   ・歯科衛生士が指導力を高め、地域における継続的な歯科保健活動の 

充実につながる。 

事 業 予 算 金  ３００，０００ 円 

事業実施予定期間 令和８年６月１日 から 令和９年２月２８日 

（注）１ 事業内容については事業項目、事業実施方法等を具体的に記入すること。 

   ２ 事業の予算内訳は【様式２】によること。 

 

  



 

【様式２】              

 

 公益社団法人日本歯科衛生士会  

令和８年度「地域歯科衛生活動」事業 予算内訳書 

 

（事 業 名）                           

 

（実施団体名）                         

 

※各科目について、合計金額だけではなく、具体的に予算内訳を記載してください 

科  目 金 額（円） 予算内訳 

 

講師謝金 

 講師謝礼（職種を記入） 

（例）外部講師（会員向け研修会） 

歯科医師 ○○円×人数×回数＝   円    

旅費交通費 

 交通費（電車・バス）×従事者数〇人×〇回＝  円 

研修会講師 ○○円×〇人×回数＝   円  

歯科衛生士(従事者)日当×〇人×〇回＝  円 

（準備・打合せにおける交通費も計上する） 

印刷製本費 

 チラシ、リーフレット、研修会資料などの作成 

 （例）業者に発注印刷・・・・単価×部数＝  円  

    コピー機使用・・・・ 単価×枚数＝  円 

通信運搬費 

 切手、ゆうパック、宅配料等    円 

電話、ＦＡＸ代     円 

振込手数料、WEB 利用料      円 

消耗品費 

 コピー用紙、プリンターインク代、啓発用物品、 

媒体作成費、実習用消耗品等 （単価×個数）   円 

書籍    円 

写真現像代    円         

賃 借 料 

 ホール、会場、施設使用料(マイク、スクリーン、 

プロジェクター等の借用料を含む) 

ブース出展料金 

上記に該当   

しない経費 

  

合  計 
  

 

記入例 


